
 

別紙3(第 7条関係) 

 

会 議 結 果 の お 知 ら せ 

 令和６年度第１回宮古市市民交流センター運営協議会を、次のとおり開催しました。 

    令和６年６月 26日 

   宮古市市民交流センター運営協議会   

 1 開催日時 

    令和６年６月３日（月）午後３時３０分 

 2 開催場所 

    宮古市市民交流センター １階 会議室１・２ 

 3 議題 

   (１) 令和５年度宮古市市民交流センターの利用実績について 

   (2) 令和６年度宮古市市民交流センターの事業計画について 

   (3) その他 

 4 会議の概要 

    議題について説明し、質疑応答を行った。詳細は、別紙議事録のとおり。 

 5 問い合わせ先 

    宮古市市民交流センター運営協議会 

    事務局 宮古市市民交流センター （宮古市市民生活部 生活課内） 

    電 話 ０１９３－６３－４１６６ 
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令和６年度 第１回 宮古市市民交流センター運営協議会 議事録 

 

１．日 時  令和６年６月３日（月）午後３時３０分から午後４時３０分まで 

２．場 所  宮古市市民交流センター １階 会議室１・２ 

３．出 席 委 員  12 名 

                曻高茂樹、宮本淳一郎、澤口強、小笠原香織、阿部亮子、坂下勝一、坂本智子、 

                盛合敏子、谷地孝徳、八木恵理子、伊藤ヱミ子、武藤元 

                                               （名簿順、敬称略） 

４．事務局等出席者  ５名 

市民生活部 部長 若江 清隆  

                生活課    課長 伊藤 宏子 

                市民交流センター 所長 小林 康雅 

                中央公民館  館長 宇都宮 俊彦 

                市民交流センター 施設運営事務員 佐々木真美子 

５．傍 聴 者  なし 

６．議 題  １ 令和５年度宮古市市民交流センターの利用実績について 

              ２ 令和６年度宮古市市民交流センターの事業計画について 

              ３ その他 

７．議事録（要旨） 

１ 令和５年度宮古市市民交流センターの利用実績について 

質疑（委員） 

３月の運営協議会で説明のあったアクアリウムの魚たちの展示は寄贈なのか展示なのか。 

 

回答（事務局） 

市（企画課）へ水中写真家が撮影した写真を寄贈していただいた。それを市民交流センター内に

展示している。 

 

質疑（委員） 

個人からのものか。 

 

回答（事務局） 

 個人からである。 

 

質疑（委員） 

市民交流センターの利用者が 314，019 名となっているが、この利用者は目標に対してどの程度

になっているか。 

 

回答（事務局） 

 市民交流センター建設時の利用計画の比較はできないが、平成30年から約５年半で３０万人にな

るので年間約６万人の利用である。またこの間、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、利用状況

が平時と異なっている。 

 

意見（委員） 

ニュースで陸前高田市の施設が１００万人になったとのことから、この施設のことを聞いたものであ

る。 



2 

 

 

質疑（委員） 

利用件数は増えているが、利用者数が増えていないのはなぜか。 

 

回答（事務局） 

 件数は公民館活動団体の利用が増えているためである。前年度（令和 4 年度）は市議選、参議院

選の２回の期日前投票により利用者数が増えている。 

 

質疑（委員） 

公民館活動団体等は令和４年以前も利用したのか。 

 

回答（事務局） 

 利用している。 

 

質疑（委員） 

令和４年度の寄贈品はどのようなものか。 

 

回答（事務局） 

 本日利用している、マイクやアンプなどで、県東部地区郵便局長会からの寄付である。 

 

質疑（委員） 

令和４年以前はどのようなものがあるか。 

 

回答（事務局） 

 令和４年度はプロジェクターやスクリーンを貸室の利用者に貸出している。それ以前には交流プラ

ザにあるテレビや防災プラザにある図書などがある。 

 

回答（事務局） 

 令和４年より前の寄贈台帳が今手元にないので、次回お示しする。 

 

質疑（委員） 

音楽スタジオは２部屋から１部屋になっているが、利用者が重なることはないか。 

 

回答（事務局） 

 今のところ、利用者の重なりはそれほどない状況である。 

 

質疑（委員） 

音楽スタジオは利用されているか。利用者から不満の声はないか。 

 

回答（事務局） 

 土日の利用者が多いが、利用者からの苦情などはない。アンプの調子が悪いと指摘された。 

 （音楽スタジオ１のアンプを使用している。） 
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２ 令和６年度宮古市市民交流センターの事業計画について 

質疑（委員） 

７月の市民交流まつりのチラシは表も裏も同じようである。両面の違いは何なのか 

 

回答（事務局） 

 表は写真を載せてイメージ重視で、裏は時間や場所を載せているものである。 

 

質疑（委員） 

裏のように場所が記載されているほうが良いのではないか。 

 

回答（事務局） 

 今回のチラシはイベントの内容を記載したもので、デザインについてはこれから見直しする。 

 

質疑（委員） 

７月の市民交流まつりの講演は「防災・減災を考える会」と「宮古市」との共催で行うことでよいか

諮りたい。チラシが子供向けになっているが、防災は一般の方に来ていただきたい。このイラストで

は親子連れだけが対象のように感じる。子供たちのイベントではなく、大人も呼べるような表現にし

ていただきたい。 

 

回答（事務局） 

 講演のイラストは親子のイメージにしたもので可愛いものになってしまったので、検討する。川井、

新里、田老地区の方が来られるよう案内をしたい。 

 

質疑（委員） 

チラシは広報に折り込みをするのか。また、チラシはカラーなのか。 

 

回答（事務局） 

 カラーで印刷する。チラシは公民館等に配布する。予算がないので折り込みはしない。広報にイベ

ントのお知らせとして掲載はする。 

 

質疑（委員） 

イベントは広報に掲載するとして、チラシはどのように広めるのか。 

 

回答（事務局） 

 ホームページに載せるほか、印刷したものは公民館等に配布する。 

 

質疑（委員） 

修正はどこまで可能なのか、それにより皆様の印象が変わると思うので。 

 

回答（事務局） 

 イベントの内容は 90 パーセントほど決まっている。わくわくキッズランドは盛岡医療福祉スポーツ

専門学校に協力いただくし、フォトフレームづくりは陸中海岸青少年の家から来てもらう。 

 

質疑（委員） 

イベントの内容ではなく、チラシのデザインの修正ができるのか。 
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回答（事務局） 

 チラシのデザインについてはこれから検討する。 

 

質疑（委員） 

広報への折り込みはいくらぐらいかかるのか。 

 

回答（事務局） 

 詳しい金額はわからないが、１０万円くらいと聞いており、そこまでの予算を持っていない。 

 

質疑（委員） 

広報に折り込みをすれば、一番効果があると思ったからである。 

 

回答（事務局） 

 チラシのデザインについては、修正を行う。 

 

質疑（委員） 

チラシの裏表が同じ内容で無駄に感じる。表に写真があり、裏に日時等の詳細を記載している

が、今回参加団体と実施するなら、裏にはその他内容を縮小し、防災の部分を広げるなどのデザイ

ンの検討をしていただきたい。また、チラシは広報の折り込みが希望だが予算の面もあることなの

で、交流センターや分館、図書館などのあらゆる公的な場所に置いていただき、参加人数を増やし

ていただきたい。ほかにはポスター作製していただき、掲載していただくようにしていただきたい。 

 

回答（事務局） 

 チラシ、ポスターについては見直しをする。チラシの折り込みは出来ないが公民館、出張所などの

施設に配架していただくようにする。 

 

意見（委員） 

チラシの表は子供向きにして、裏は大人向きにしたらよいと思う。裏には文章で詳細にし、下半分

を防災について記載したらよいのではないか。 

 

質疑（委員） 

チラシが出来上がった場合、皆様の意見を取り入れたものが送られてくるのか、投げっぱなしにな

るのか。 

 

回答（事務局） 

 前回の運営協議会で団体さんを巻き込んでイベントを開くようにと意見があり、今回このように進

むことになった。チラシ、ポスターの見直ししたものを皆様にお知らせする。周知に関してご協力をお

願いする。 

 

意見（委員） 

昨年度もイベントの案内を郵送でいただいたので、チラシを送ってもらいたい。 

 

回答（事務局） 

 皆様の意見を取り入れて見直しを行い、なるべく作成し原案を送る。チラシが出来上がりましたら

参加の呼びかけをお願いする。 
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意見（委員） 

皆の意見も出たと思うが、一番はわかりやすくして欲しい。時間や場所がわかりやすいようにして

欲しい。知らない人が見てもわかるようにして欲しい。 

 

回答（事務局） 

 今の意見も踏まえて見直しを行い、なるべく作成し原案を送る。 

 

意見（委員） 

講演は防災・減災を考える会と市民交流センターで進めていくが、当日参加やお手伝いをしても

らう場合もあるのでよろしくお願いする。 

 

 

３ その他 

質疑（委員） 

山口公民館や分館など土日等の休みであるが、予約システムであれば土日でも出来るのか。 

 

回答（事務局） 

 公共予約システムは山口公民館、シーアリーナなどの公共施設の予約は２週間前から６か月前ま

でとなっており、土日でも申込みが出来る。 

 

質疑（委員） 

予約システムは毎週何曜日指定して予約ができないので、窓口に紙で申請しているができない

のか。 

 

回答（事務局） 

 システム予約は一日単位で入力しているが、毎週予約のやり方もある。 

 

意見（委員） 

後でそのやり方を教えていただきたい。 

 

質疑（委員） 

前に防災のパネルを作ったものはイベントの時には展示されている。パネルはかなり経費をかけ

ているので、そのほかに活用しているのか、現在どのようになっているのか。 

 

回答（事務局） 

 パネルの貸し出しはしていないようである。現在は保管している。 

 

意見（委員） 

作成にかなり費用をかけているので、分館に展示をしてみたり、ほかの防災イベントで使われるよ

う活用していただきたい。 

 

回答（事務局） 

この件に関しては検討する。 
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８．そ の 他 

 質疑（委員） 

昨年度は市民センター所長と中央公民館長は兼任だと記憶しているが、今年度からは別々であ

ることでよろしいか。 

 

回答（事務局） 

今年の４月から別々になったが、事務室で一緒に勤務している。 

 

 

次回の運営協議会は１０月の市民交流まつりの前の９月を予定。 

  以上、閉会。 

 


